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第１部

■薪ストーブ等の導入支援
 （木質バイオマス利活用促進業）
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■県産材（びわ湖材）の利用促進
 （木の香る淡海の家推進事業）
�y�•�•�9�†�=�w�­
�w�
�:�T�’�z�æ�P
�U�Ë�m�Ë�Ž�=�x
É
�w�{���;�ó�U	O�¹
�^�•�o�S�“�z��
ù
�t�q�‹�s�O�Ë�Ž�=
�x
É�w
Û�Y�_�n�‹
���Š�z�•�¬�p
\�ˆ
�^�•�h�æ�P�›�•�¬
�p�–�O�\�q�U	O�A
�t�s�l�o�V�‡�̀ �h�{
�y�\�w�h�Š�z�®�|�˜�„�P�¯ �Þ�›�b�;�`�h�æ��	E�P�w	ý
ƒ�•
�1
��~	.�›�§�	�`�z�]�ˆ�æ�P�t�0�b�”�g�r�›
��Š�o�M�h
�i�X�q�q�‹�t�z�æ�P�w�•�ˆ�•	«�›
*
��`�o�M�‡�b�{��
R
�����å�S�x�z�������•�w�æ��	E�P�w	ý
ƒ�›�§�	�`�‡�`�h�{

�Þ���|�˜�„�P�q�x�z�ù�O
Q�U�¬�Ý�p�V�”�Î�l�]�º�w	ÿ�›�T�’
F�>�^
�•�h�j�æ�q�z�f�w�j�æ�›�Î�l�]�º�p�C�»� �̀h
a�P
¼�s�w�æ�P�p�b�{

■木製品の導入支援
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■生産体制の整備
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■流通体制の整備（木材安定供給体制の強化）
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にあたっては、ロットの取りまとめや需給調整を行う高
度な専門性を持った木材流通コーディネータの設置を支
援しています。
　また、木材流通センターを通じた木材販売に集中的に
取り組む森林組合等に対し、出荷協定に基づく出荷量に
応じた支援を行うとともに、木材市況の動きに柔軟かつ
瞬時に対応するため、木材流通センターに対し支援を
行い、県産材の安定供給体制の強化をさらに推進してい
ます。

環境に配慮した森林づくりの推進
 ＜森林政策課、森林保全課＞

　森林は、県土の保全、水源の涵
かん

養、生物多様性の保全、
地球温暖化の防止、そして木材等の生産といった多面に
わたる機能の発揮を通じて、安全で安心して暮らせる社
会の実現に貢献しています。
　一方で、人工林のうち間伐などの保育が必要な9齢級
（45年生）以下の森林が未だ多くを占めるなか、森林の
手入れ不足や獣害等により、森林の持つ多面的機能の低
下が大きな問題となっています。
　このため、間伐などの森林整備や病虫獣害対策、林道
などの基盤整備、治山事業による山地災害防止などの事
業をはじめ、放置された手入れ不足の人工林については、
多様な樹種・林齢の樹木が混在する環境林へ転換するな
ど、様々な動植物が生育できる森林づくりを進めており、
平成28年度は、森林を健全な状態に保つための間伐等
の森林整備を2,354ha実施しました。
　また、森林の公益的機能を発揮させるため、特に重要
な役割を果たしている森林については保安林の指定を進
め、平成28年度末の保安林面積は、65,634haと民有
林面積の約36％を占めています。

■森林認証取得の推進
　森林認証制度は、第三者機関が、持続可能な森林経営
や環境保全への配慮に関する一定の基準・指標に基づい
て森林を認証（FM認証）するとともに、それらの森林
から生産された木材・木材製品を分別し表示・管理する
認証（CoC認証）により、消費者の選択的な購入を通
じて、持続可能な森林経営を支援する取組みです。
　森林認証材への期待が高まる中、本県の森林所有者
および事業体による森林認証取得件数は、FM認証1件、
CoC認証2件（H28年度末時点のSGEC認証件数）で
あり、今後の一層の取得森林面積の拡大と取得事業体の
増加が望まれます。そのため、県では取得の一層の推進
を図るために、森林認証取得にかかる審査費用の支援を
しています。

■（一社）滋賀県造林公社の本格的な伐採
 ＜森林政策課＞

　（一社）滋賀県造林公社は、「琵琶湖と淀川を守りつつ
地域の木材生産の核となる公社林

もり

づくり」を経営理念に
県内森林面積の約1/10の森林を整備しています。
　また、この造林公社の森林は、平成27年度から順次
伐期を迎えているところであり、この森林の有する公益
的機能が持続的に発揮できるよう配慮しながら木材生産
を進めています。
　造林公社は、琵琶湖の水源林としての森林を保全すると
ともに、木材生産が県内林業の活性化に繋がるよう、林業
の成長産業化の牽引役として重要な役割を担っています。

　県では、森林資源が成熟期を迎え、その多くが利
用段階へと移行しつつある中、森林資源の循環利用
に取り組み、川上から川中・川下、すなわち木材の
生産から流通・利用に至る林業・木材産業の活性化
に向けた「しがの林業成長産業化アクションプラン」
を策定しました。
　このプランでは、「山を活かし、水源を育み、地域
を元気にするしがの林業・木材産業」を目指す姿とし、
本県の林業成長産業化における課題に対応するため、
次の5つの方向を定めています。

（1） 森林資源の循環利用による活力ある林業の推進
（主として川上）

（2） 木材利用のニーズに対応した加工・流通体制の
整備と物流の強みを活かした県産材の販路拡大
の推進（主として川中）

（3） 豊かな暮らしの実現に貢献する幅広い県産材の
利用（主として川下）

（4） しがの林業成長産業化を実現する専門性の高い
人材の育成

（5） 琵琶湖の水源林や環境保全に資する林業成長産
業化への取組

　今後このプランに基づき、林業の成長産業化を目
指し、関係者の皆様とともに取組を進めていきたい
と考えています。

＜森林政策課、森林保全課＞

「しがの林業成長産業化アクション
プラン」を策定しました

植える

主 伐
しゅ　ばつ

上手に
使う

育てる
間 伐
かん　ばつ

収 穫
しゅう　 かく

森林資源の循環利用イメージ
（「植える→育てる→使う→植える」サイクル）
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巨樹・巨木林の保全 ＜自然環境保全課＞

　山里の文化や暮らしとともに残されてきた貴重な巨樹・
巨木林を次世代に残すために、県、市、森林所有者等と
の間で締結する協定に基づいて実施する保全活動や、周
辺環境整備を支援しています。これまで高島市朽木と長
浜市余呉町で372本の巨木等について協定を締結し保
全を実施しています。

県民の協働による森林づくりの推進 ＜森林政策課＞

　森林づくりは、森林所有者の方々だけでなく、県民の
皆さんとの協働により進めていくことが大切です。この
ため、森づくりに県民の皆さんが主体的に参加できるよ
うに、森林・林業の情報提供や上下流域連携による森林
づくりを進めるとともに、ひろく県民が協働で活動でき
る組織の整備や活動を支援しています。

■県民による里山保全活動
　身近にある里山を保全し、活用するため、地域特性に
応じた利用や県民による保全活動に対して支援していま
す。（平成28年度実績3地区）

■森林ボランティア活動への支援
　県民の誰もが森林づくり活動に参加できるよう、様々
な森林ボランティア活動を支援するとともに、活動の核
となる人材の養成に努めています。
（「森づくりネット・しが」への登録　80団体）

企業の森づくり ＜森林政策課＞

　社会貢献活動等に熱心な企業の支援を得て森林整備・
保全活動を推進するため、活動フィールドの情報収集な
どに努めるとともに、企業と森林所有者とのコーディネー
トを行っています。

設定地で企業の方々と

企業の方々との作業風景

　平成28年10月、長浜市木之本町に『ながはま森林マッチングセンター』が開設されました。
　当センターでは、林業や山村振興に関する専属アドバイザーを配置し、山村と都市のニーズをワンストップでつ
なぐ相談窓口としての役割を担うほか、炭焼きや薪割りなどを体験する「林業お試し就労体験」や、山村ビジネス
の創出に向けた「Nagahama山村にぎわい塾」など、山村暮らしをサポートする取組が進められています。
　また、交流の場として「山門水源の森現地交流会」や「大箕山菅山寺体験交流会」を開催するなど、山村地域の
自然や歴史的資源の魅力を県内外に広く発信しています。
　今後、この地域の豊かな資源を活かした産業や就労機会が創出され、山村の振興に寄与することが期待されます。

－都市と山村をつなぐ－『ながはま森林マッチングセンター』 ＜森林政策課＞

Nagahama山村にぎわい塾 大箕山菅山寺体験交流会
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滋賀県森林CO₂吸収量認証制度
 ＜森林政策課＞

　環境貢献などを目的として森林
づくり活動を行う企業や団体など
が整備する森林について、二酸化
炭素の吸収量を数値化し認証する
取組を行っています。森林整備を
行うことで、森林の多面的機能を
高めるとともに、二酸化炭素の吸
収により地球温暖化防止に貢献で
きます。申請された団体には、年
間の二酸化炭素吸収量の数値等を
記載した認証書を交付しており、
平成28年度には7団体に認証書を交付しました。

「山を活かす、山を守る、山に暮らす交流会2016」で認証書を交付しました。

次代の森林を支える人づくりの推進
 ＜森林政策課＞

　森林を適切に保全管理していく上で、県産木材の有効
利用の促進が大変重要となっています。このため、森林
施業プランナーや高性能林業機械オペレーターなど、担
い手の育成・確保に取り組んでいます。
　また、身近にみどりや森林に親しめる施設として、県
立近江富士花緑公園や、山門水源の森を運営し、森林環
境学習などを行っています。

「緑の募金」活動の推進 ＜森林政策課＞

　湖国のみどりを県民共有の財産として守り育てるため、
（公財）滋賀県緑化推進会が、春（4月1日～5月31日）
と秋（9月1日～10月31日）に行う緑の募金活動を支
援しています。
　「緑の募金」は、身近なみどりづくりや名木などの保全、
みどりづくりの普及啓発、国際緑化協力などに使われて
います。

　全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑
に対する国民的理解を深めるため、毎年春に天皇皇
后両陛下のお手植え・お手播きをはじめ、県内外か
らの多くの参加者のもとで記念植樹や各種表彰行事
などが行われる国土緑化運動の中心的な行事です。
　2021年に開催される「第72回全国植樹祭」の開
催県に滋賀県が内定しました。本県では、1975年
（昭和50年）に「第26回全国植樹祭」として栗東市
にある金勝山（現：滋賀日産リーフの森（県民の森））
をメイン会場に開催されて以来、46年ぶり2回目の
開催となります。
　現在、学識経験者や森林・林業関係団体等で構成
する「第72回全国植樹祭滋賀県準備委員会」を設立
し、開催理念などを盛り込んだ基本構想の策定作業
に取り組んでいるところです。
　滋賀県での開催を県民総ぐるみで盛り上げ、琵琶
湖をはじめとする滋賀の魅力や本県の森づくりの取
組を全国に発信していけるよう、しっかりと準備を
進めていきます。

＜森林政策課＞

2021年「第72回全国植樹祭」
滋賀県開催が内定

第26回全国植樹祭滋賀県大会（昭和50年5月25日開催）
天皇陛下によるお手植え

第72回全国植樹祭 滋賀県準備委員会設立
（平成29年9月26日開催）

認証書
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